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2022-23年度の会長テーマ「イマジン ロータリー / Imagine Rotary」を発表しました。 

ジョーンズ氏は講演の中で、世界にもたらせる変化を想像して大きな夢を描き、その実現のために

ロータリーの力とつながりを生かすよう呼びかけました。 

「想像してください、私たちがベストを尽くせる世界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に

変化をもたらせると知っています」 

 

ジェニファー E. ジョーンズ氏は1997 年ロータリークラブ入会。RI 副会長、理事、研修リーダー、

委員会委員長、モデレーター、地区ガバナーを歴任。また、ロータリー強化諮問グループ委員長を務

め、ロータリーのブランド活性化の取り組みでリーダー的役割を担います。 

現在は、ポリオ根絶活動のために 1 億 5000 万ドルのファンドレイジングを目指す、「End Polio Now：

歴史をつくるカウントダウンキャンペーン委員会」の共同委員長を務めています。 

 

ジョーンズ氏は、ロータリーの力とつながりを生かした自身の体験を紹介しました。昨年、アフガ

ニスタンからの米軍撤退が進む中、一人の会員から、ある若いアフガニスタン人の平和活動家を国

外退避させるために力を貸してほしいと頼まれました。最初はどうしてよいかわからなかったもの

の、「ロータリーの不思議な力（magic of Rotary）」を頼りに、数年前に出会った元ロータリー

平和フェローに連絡。1日も経たないうちに、その活動家は退避者リストに加えられ、間もなくヨ

ーロッパ行きの飛行機に乗ることができました。 

 

 果たしがいのある責任を会員が担えるように 会員の積極的な参加を促すために、ロータリーに

は「適応と改革」が必要だとジョーンズ氏は述べ、例として自身が住む町について語りました。ウ

ィンザー市はかつて、カナダの自動車産業の中心地でしたが、工場の閉鎖により数千人が職を失

い、市は改革を迫られました。自動車工場が新しい部品やモデルを開発するのと同じように、同市

は改革を実施。その結果、現在は農業関連産業と、医療や宇宙航空の技術をリードする都市となり

ました。 

 

「ロータリーでの私たちの中心的な役割は、各会員の参加を促すための適切な”部品”を見つける

こと」とジョーンズ氏。「詰まるところ、大切なのは会員にとっての心地よさと配慮です」 

 

 積極的な参加こそが会員の維持にとって重要であり、会員がロータリーに何を期待するかを尋ね

た上で、果たしがいのある責任を会員に与えることが必要だとジョーンズ氏は述べます。 

 

「ロータリーでの参加型の奉仕、人間的成長、リーダーシップ開発、生涯にわたる友情こそが、目

的意識と熱意を生み出します」 

 


